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今月の掲載記事
えびの市消防団夏季点検・操法大会
ホークスの本拠地でえびのを PR
新しい体制で農業委員会が始動
CIVIC NEWS
まちのわだい
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一
操
入
魂 

～
魅
せ
た
火
消
し
魂
～

え
び
の
市
消
防
団
夏
季
点
検
・
操
法
大
会

　

7
月
9
日
、
池
島
地
区
の
水
辺
の
楽
校
で

え
び
の
市
消
防
団
夏
季
点
検
・
操
法
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
各
地
区
の
消

防
団
32
チ
ー
ム
が
参
加
。
小
型
ポ
ン
プ
の
部
、

ポ
ン
プ
車
の
部
、
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部

に
分
か
れ
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
競
い

合
い
ま
し
た
。
大
会
は
、
消
防
操
法
技
術
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

競
技
は
、
水
利
か
ら
3
本
の
ホ
ー
ス
を
結

合
し
て
放
水
し
、
火
点
が
倒
れ
る
ま
で
の
タ

イ
ム
を
競
い
ま
す
。
審
査
で
は
、
敬
礼
や
号

令
な
ど
の
規
律
、
的
確
機
敏
な
機
械
器
具
操

作
な
ど
も
総
合
的
に
採
点
さ
れ
ま
す
。

　

各
地
区
の
消
防
団
員
は
、
仕
事
が
終
わ
っ

た
後
や
早
朝
な
ど
に
集
ま
り
、
こ
の
大
会
に

向
け
て
訓
練
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

※右の地区名は管轄地域

小型ポンプの部
優　勝 3 分団 10 部 上浦
準優勝 1 分団 10 部 大明司、山内
3　位 3 分団 3 部 中浦

ポンプ車の部
優　勝 3 分団 1 部 京町、上向江
準優勝 2 分団 7 部 中島
3　位 1 分団 2 部 飯野麓

小型ポンプ積載車の部
優　勝 1 分団 8 部 田代、出水
準優勝 3 分団 7 部 下島内
3　位 2 分団 3 部 西長江浦上、西長江浦下
4　位 3 分団 2 部 水流、東・中内竪、南・北昌明寺

5　位 2 分団 6 部 東川北、榎田、牧の原
6　位 1 分団 6 部 今西、池島

■えびの市消防操法大会結果■西諸消防操法大会結果

小型ポンプの部
優　勝 小林市消防団第 7 分団第 5 部
準優勝 小林市消防団第 2 分団第 2 部
3　位 えびの市消防団第 3 分団第 10 部

ポンプ車の部
優　勝 小林市消防団第 1 分団第 5 部
準優勝 小林市消防団第 1 分団第 4 部
3　位 えびの市消防団第 3 分団第 1 部

小型ポンプ積載車の部
優　勝 小林市消防団第 7 分団第 7 部
準優勝 えびの市消防団第 3 分団第 7 部
3　位 えびの市消防団第 1 分団第 8 部

■ 優 勝 し た 部 に 話 を 聞 き ま し た
■小型ポンプの部

第 3 分団第 10 部

桑木 和人 部長

今回 3 連覇することがで
きました。3 連覇できた
のは、部員や周囲の人の
協力のおかげです。

■ポンプ車の部

■小型ポンプ積載車の部

第 3 分団第 1 部

藤本 貴
たかひさ

壽 部長

去 年 の シ ョ ッ ク が 大 き
かった分、部員や支えて
くれる人みんなでリベン
ジできて良かったです。

第 1 分団第 8 部

大木場 卓
たく

 部長

先輩の指導に対して、後
輩が応えてくれました。
先輩、後輩全員が団結し
た結果だと思います。

　7 月 23 日に西諸消防操法大会が
行われ、えびの市消防操法大会で優
勝、準優勝した部が出場しました。
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市
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
福
岡
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の
本
拠
地
「
福
岡
ヤ
フ

オ
ク
ド
ー
ム
」
で
、
ゲ
ー
ム
ス
ポ
ン
サ
ー
事

業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
7
月
29
日
か

ら
30
日
の
2
日
間
を
「
み
や
ざ
き
ス
ペ
シ
ャ

ル
２
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
」
と
題
し
、
宮
崎
市
と
連
携

し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

事
業
で
は
、
7
月
30
日
に
行
わ
れ
た
福
岡

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
対
北
海
道
日
本
ハ

ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
戦
を
協
賛
。
試
合
前
に
、

え
び
の
市
の
Ｐ
Ｒ
動
画
に
出
演
し
て
い
る
ボ

ビ
ー
さ
ん
と
村
岡
市
長
が
観
客
3
万
８
５
０

０
人
を
前
に
え
び
の
市
を
Ｐ
Ｒ
し
、
市
議
会

の
竹
中
議
長
と
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
の
篠
原
組
合

長
が
両
チ
ー
ム
の
主
将
に
花
束
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

　

始
球
式
で
は
、
公
募
に
よ
り
選
ば
れ
た
山

本
光こ

う
ま真
さ
ん
（
真
幸
小
５
年
）
が
投
球
を
行

い
ま
し
た
。

　

バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
モ
ニ
タ
ー
で
の
え
び

の
市
の
紹
介
や
、
Ｐ
Ｒ
用
う
ち
わ
の
配
布
、

え
び
の
市
の
特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会
な
ど

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

球
場
周
辺
で
は
、
米
や
野
菜
、
宮
崎
牛
の

串
焼
き
な
ど
の
物
産
販
売
や
、
の
ぼ
り
の
掲

示
を
行
う
な
ど
、
広
く
え
び
の
市
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。

ホ
ー
ク
ス
の
本
拠
地
で
え
び
の
を
P
R

新
し
い
体
制
で
農
業
委
員
会
が
始
動

み
や
ざ
き
ス
ペ
シ
ャ
ル
2
D
A
Y
S

　

平
成
28
年
4
月
1
日
に
改
正
農
業
委
員
会

法
が
施
行
さ
れ
、
農
業
委
員
会
組
織
が
今
ま

で
の
農
業
委
員
に
加
え
、
新
た
に
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
を
加
え
た
新
体
制
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
か
ら
、
農
業
委
員
会
は
、
農

業
委
員
10
人
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

17
人
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
10
人

は
女
性
委
員
で
す
。
任
期
は
平
成
29
年
7
月

27
日
か
ら
平
成
32
年
7
月
26
日
ま
で
の
3
年

間
で
す
。

　

7
月
27
日
に
行
わ
れ
た
農
業
委
員
会
初
総

会
で
、
会
長
に
谷
口
克
美
氏
、
会
長
代
理
に

尾
山
實
文
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。

■
農
業
委
員
会
の
役
割

【
農
地
行
政
の
適
正
な
執
行
】

　

農
地
の
確
保
と
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、

農
地
の
売
買
や
賃
借
な
ど
の
権
利
移
動
や
農

地
転
用
等
に
つ
い
て
、
農
業
者
を
代
表
す
る

機
関
と
し
て
公
正
に
審
査
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
法
改
正
に
よ
り
必
須
業
務

と
な
っ
た
、
担
い
手
へ
の
集
積
・
集
約
化
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参

入
の
促
進
と
い
っ
た
「
農
地
等
の
利
用
の
最

適
化
」
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

問
市
農
業
委
員
会 

農
地
調
整
係

☎
35
‐
３
７
２
６（
直
通
）

委員名（自治会） 担当自治会 委員名（自治会） 担当自治会

谷口克美（末永） 市内全域

加
久
藤
地
区

栗下章二（西長江浦下）西長江浦上、西長江浦下、灰塚

飯
野
地
区

尾山實文（大明司） 大明司、山内 山口長徳（中島） 中島、栗下、永山

田上みゆき（坂元） 苧畑、高野 高谷千代子（永山） 尾八重野、東長江浦上、東長江
浦下

竹下助範（下大河平） 下大河平、飯野麓 杉元義男（湯田） 湯田、西郷、大溝原

下原小枝子（前田） 前田、駅前 山之内秀樹（東川北） 東川北、榎田、牧ノ原

田中雄策（上大河平） 上大河平、堀浦 赤川リク子（加久藤麓）加久藤麓、松原、前松原

伊地知トシ子（東原田）東原田、上原田

真
幸
地
区

田方説夫（東内竪） 東内竪、南昌明寺、北昌明寺

宮田吉人（杉水流） 杉水流、五日市 稲田優（上浦） 上浦、柳水流、亀沢

上畠勝（東原田） 南原田、中原田 岩屋美智子（西川北） 西川北、水流

福迫久利（飯野麓） 坂元、町 宮原美實（西川北） 北岡松、南岡松、京町

上
江
地
区

川口三雄（白鳥） 白鳥、末永 溝添トミ子（中浦） 中浦、下浦、上向江

増田賢造（出水） 出水、田代 津口えりこ（中内竪） 中内竪、西内竪、溝ノ口

吉留律子（上上江） 上上江、中上江 中津ゆみ子（下島内） 下島内、上島内

永前茂則（末永） 池島、今西、西上江

◎農業委員 ◎農地利用最適化推進委員

委員紹介

①始球式で投球する山本さん②
ドーム周辺にはえびの市ののぼり
が掲示されました③物産会場には
多くの人が訪れました④ボビーさ
んとみなほによるじゃんけん大会
が行われました⑤主将に花束を贈
呈する篠原組合長と竹中議長⑥
バックスクリーンモニターでもえ
びの市を PR しました

①

② ③

④ ⑤

⑥
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円［
大
学
・
短
期
大
学
・
専
門
学
校
等
］

月
額
4
万
円

※
そ
れ
ぞ
れ
、
半
額
で
も
希
望
可

能
で
す
。

【
貸
与
時
期
】6
月
・
8
月
・
12
月

■
共
通
事
項

【
申
込
資
格
】次
に
該
当
す
る
人

・
平
成
30
年
4
月
入
学
予
定
者
で
、

入
学
時
等
の
費
用
調
達
が
困
難
な

人・
申
請
時
点
に
お
い
て
、
市
内
に

2
年
以
上
住
所
を
有
す
る
人
、
ま

た
は
2
年
以
上
本
市
に
住
所
を
有

し
、
修
学
の
た
め
に
市
外
に
住
所

を
変
更
し
た
人

・
保
護
者
が
、
市
内
に
引
き
続
き

2
年
以
上
住
所
を
有
し
て
い
る
こ

と・
同
一
生
計
の
人
が
市
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
こ
と

【
貸
与
方
法
】指
定
す
る
奨
学
生
、

ま
た
は
保
護
者
名
義
の
金
融
機
関

口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

※
他
の
奨
学
金
等
と
の
併
用
を
制

限
し
て
い
ま
せ
ん
。

【
申
込
期
間
】9
月
1
日（
金
）
～

10
月
20
日（
金
）

入
学
一
時
金
の
貸
与
を
始
め
ま
す

え
び
の
市
奨
学
金
制
度

　

市
で
は
、
大
学
等
へ
進
学
を
希

望
す
る
人
で
、
経
済
的
理
由
に
よ

り
修
学
が
困
難
な
人
を
対
象
に
、

奨
学
金
の
貸
与
を
行
っ
て
い
ま

す
。
平
成
29
年
度
か
ら
は
、
月
奨

学
金
に
加
え
、
大
学
・
短
期
大
学
・

専
門
学
校
等
入
学
予
定
者
を
対
象

に
、
入
学
一
時
金
の
貸
与
を
始
め

ま
す
。

　

ま
た
、
入
学
一
時
金
の
新
設
に

合
わ
せ
て
、
月
奨
学
金
の
申
請
時

期
を
早
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
月
奨
学
金
、
入
学
一
時
金
い

ず
れ
も
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま

す
。
志
望
校
が
決
ま
っ
て
い
れ
ば

申
請
で
き
ま
す
。

■
入
学
一
時
金（
新
設
）

【
貸
与
額
】

［
大
学
・
短
期
大
学
・
専
門
学
校
等
］

50
万
円
以
内

【
貸
与
時
期
】合
格
を
確
認
し
、
貸

与
手
続
き
後
速
や
か
に
貸
与
し
ま

す
。

■
月
奨
学
金

【
貸
与
額
】

［
高
等
学
校
・
専
修
学
校
の
高
等

課
程
］月
額
2
万
円

［
高
等
専
門
学
校
］月
額
2
万
4
千

【
申
込
方
法
】市
学
校
教
育
課
教
育

係
に
、
直
接
、
必
要
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
願
書
の
配
布
】9
月
1
日（
金
）以

降
に
、
市
学
校
教
育
課
、
飯
野
・

真
幸
出
張
所
で
配
布
す
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.
city.ebino.jp/

）か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
市
学
校
教
育
課 

教
育
係

☎
35
‐
３
７
２
1（
課
直
通
）

◎奨学金貸与の流れ

申
請
者

市
教
育
委
員
会

①志望校決定、貸与申請

②選考委員会による審査、通知

③合格後、貸与手続き

④指定口座へ振込

表彰式に臨む坂元さん（中央左）、神田さん（中央右）

第 7 区（種牛群）で出品されたあみ号

　

7
月
3
日
か
ら
7
日
に
か
け

て
、
小
林
地
域
家
畜
市
場
で
、
第

11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
宮
崎

県
代
表
牛
決
定
検
査
会
が
行
わ

れ
、
え
び
の
市
か
ら
は
、
坂
元
一

貴
さ
ん（
下
大
河
平
）、
神
田
譲
市

さ
ん（
南
原
田
）の
牛
3
頭
が
宮
崎

県
の
代
表
牛
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
は
5
年

に
1
度
行
わ
れ
ま
す
。
和
牛
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
、
和
牛
の

改
良
の
成
果
や
肉
質
を
競
う
大
会

で
す
。 全

国
共
進
会
で
3
連
覇
を
目
指
す

第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
宮
崎
県
代
表
牛
決
定
検
査
会

　
同
検
査
会
で
は
、
県
内
各
地
か

ら
合
計
１
２
９
頭（
出
品
区
分
第

2
区
か
ら
第
９
区
）が
出
品
さ
れ
、

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
28
頭
が
宮

崎
県
の
代
表
牛
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
う
ち
出
品
区
分
第
7
区

（
種
牛
群
）で
坂
元
一
貴
さ
ん
の
牛

が
、
第
７
区（
肉
牛
群
）、
第
9
区

（
去
勢
肥
育
牛
）で
神
田
譲
市
さ
ん

の
牛
2
頭
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

坂
元
さ
ん
、神
田
さ
ん
の
牛
は
、

県
内
他
の
代
表
牛
と
共
に
、
9
月

7
日
か
ら
11
日
に
宮
城
県
で
行
わ

れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
、
3
連

覇
を
目
指
し
ま
す
。

　

代
表
牛
の
決
定
を
受
け
、
坂

元
さ
ん
は「
2
度
目
の
選
出
を
ね

ら
っ
て
い
く
の
は
難
し
い
こ
と
で

し
た
。
技
術
員
や
周
り
の
人
た
ち

の
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
全
国
大

会
は
、
今
ま
で
ど
お
り
努
力
し
て

い
き
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。
ま

た
、
神
田
さ
ん
は「
何
度
も
挑
戦

し
て
き
て
や
っ
と
選
ば
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
壁
を
乗
り
越
え

る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
今
ま
で
は
自
分
の
牛
と
い

う
考
え
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

県
代
表
と
い
う
こ
と
で
大
き
な
責

任
を
感
じ
て
い
ま
す
。
全
国
大
会

に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
」と
力
強

く
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

宮
崎
県
は
、
総
力
を
挙
げ
て
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
3
連
覇
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

問
市
畜
産
農
政
課 

畜
産
振
興
室

☎
35
‐
３
７
４
４（
課
直
通
）

小林地域家畜市場には多くの人が訪れました
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●
え
び
の
市
中
学
校
集
合
学
習
会

　

7
月
26
日
、
飯
野
高
等
学
校
で

「
え
び
の
市
中
学
校
集
合
学
習
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

こ
れ
は
、
中
高
連
携
事
業
の
ひ

と
つ
で
、
市
内
4
つ
の
中
学
校
の

生
徒
が
高
校
教
員
の
授
業
を
体
験

す
る
こ
と
で
学
力
の
向
上
な
ど
を

目
指
す
取
り
組
み
で
す
。

　

ま
た
、
飯
野
高
校
の
部
活
動
を

見
学
し
た
り
、
学
校
の
説
明
を
聞

い
た
り
し
て
、
高
校
へ
の
理
解
を

学
力
向
上
を
目
指
し
て

え
び
の
市
中
学
校
集
合
学
習
会
・
中
学
校
３
年
生
夏
期
セ
ミ
ナ
ー

深
め
る
目
的
も
あ
り
ま
す
。

 

学
習
会
に
は
、
市
内
の
中
学
3

年
生
１
６
５
人
が
参
加
し
、
飯
野

高
校
の
教
諭
等
に
よ
る
授
業
を
受

け
ま
し
た
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
を
受
講
し

た
、
加
藤
徳
華
（
の
り
か
）
さ
ん

（
加
久
藤
中
3
年
）
は
、「
2
の
ｎ

乗
の
計
算
は
た
い
へ
ん
で
し
た
け

ど
、わ
か
り
や
す
い
授
業
で
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

飯野高校吹奏楽部が演奏を披露しました

数学の授業を受ける生徒

夏期セミナーで問題に取り組む生徒

国語の文法のポイントを学びました

●
え
び
の
市
内
中
学
校
３
年
生
夏

期
セ
ミ
ナ
ー

　

８
月
2
日
か
ら
３
日
の
午
前
中

に
、
飯
野
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
、
え
び
の
市
内
中
学
校

３
年
生
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
内
の
4
つ
の
中
学

3
年
生
を
一
堂
に
集
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
お
互
い
に
刺
激
し
あ
う

環
境
を
つ
く
り
、
高
校
入
試
に
向

け
て
の
学
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
は
中
学
３
年
生

１
４
４
人
が
参
加
し
、
基
礎
コ
ー

ス
と
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
の
2
つ

に
分
か
れ
て
５
教
科
の
授
業
を
受

け
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
に
は
、
他

校
の
先
生
の
授
業
を
受
け
る
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
か
緊
張
感
が

漂
っ
て
い
ま
し
た
。

問
市
学
校
教
育
課
教
育
係

☎
35
‐
３
７
２
１
（
課
直
通
）

効
果
的
な
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を

出
会
い
応
援
プ
ラ
ン
ナ
ー
育
成
講
座

　

市
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
必

要
と
感
じ
る
出
会
い
や
結
婚
に
関

す
る
取
り
組
み
を
構
築
す
る
た
め

に
、
昨
年
度
か
ら
講
演
会
や
市
民

参
加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
3
回

ほ
ど
講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
っ
た
後
、イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・

運
営
ま
で
行
う
予
定
で
す
。

　

そ
の
第
1
回
と
し
て
、
7
月
19

日
に
市
役
所
で「
出
会
い
応
援
プ

ラ
ン
ナ
ー
育
成
講
座
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

講
座
に
は
、
市
民
約
20
人
が
参

加
し
、
講
師
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

み
ん
な
の
く
ら
し
タ
ー
ミ
ナ
ル
代

表
理
事
の
初は

つ
が
の

鹿
野
聡
氏
が
招
か
れ

ま
し
た
。
今
回
は
、
基
礎
編
と
し

て「
今
の
社
会
に
合
っ
た
婚
活
の

考
え
方
と
知
識
」と
い
う
テ
ー
マ

で
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
鹿

野
氏
は「
出
会
い
を
求
め
る
人
に

合
っ
た
効
果
的
な
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
し
ま
し
ょ
う
」と
話
し
ま
し
た
。

問
市
企
画
課 

定
住
対
策
係

☎
35
‐
３
７
１
３（
直
通
）

結婚に対する今の社会の考え方について語る初鹿野氏

え
び
の
が
最
優
秀
賞

宮
崎
県
み
ど
り
の
少
年
団
総
合
研
修
大
会

　

７
月
22
日
～
23
日
、
ひ
な
も
り

台
県
民
ふ
れ
あ
い
の
森
で
宮
崎
県

み
ど
り
の
少
年
団
総
合
研
修
大
会

が
開
催
さ
れ
、
え
び
の
み
ど
り
の

少
年
団
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

同
大
会
は
、
み
ど
り
の
少
年
団

が
、
1
年
間
で
ど
の
よ
う
な
緑
化

活
動
を
行
っ
て
き
た
の
か
を
発
表

す
る
も
の
で
す
。

　

大
会
に
は
、
宮
崎
県
内
の
み
ど

り
の
少
年
団
の
う
ち
、
5
つ
の
少

年
団
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

え
び
の
み
ど
り
の
少
年
団
は
、

「
未
来
へ
つ
な
げ
！
え
び
の
の
自

然
」と
い
う
題
名
で
、
年
間
を
通

し
て
行
っ
て
き
た
、
植
樹
活
動
、

下
刈
活
動
、
緑
の
募
金
活
動
な
ど

に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

発
表
し
た
林
侑
里
香
さ
ん（
飯

野
小
5
年
）は「
緊
張
し
た
け
ど
、

今
ま
で
や
っ
て
き
た
活
動
を
み
ん

な
に
発
表
で
き
て
良
か
っ
た
で

す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

問
市
農
林
整
備
課 

林
務
係

☎
35
‐
３
７
２
５（
課
直
通
）

挿し木活動の様子

発表を行う林さん、的場世莉さん、柊山姫乃さん（左から）
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大
学
講
師
）を
招
き
、
Ｐ
Ｒ
動
画

制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

第
1
回
が
7
月
22
日
に
行
わ

れ
、
本
市
の
魅
力
や
思
い
出
な
ど

を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://dschool-

ebino.com
/

）で
動
画
完
成
ま
で

の
過
程
を
紹
介
し
ま
す
。

問
市
企
画
課 

定
住
対
策
係

☎
35
‐
３
７
１
3（
直
通
）

飯
野
高
校
生
と
動
画
制
作

え
び
の
市
P
R
動
画
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

市
で
は
、
飯
野
高
校
生
徒
33
人

と
連
携
し
、
株
式
会
社
ポ
ニ
ー

キ
ャ
ニ
オ
ン
の
企
画
を
基
に
、
え

び
の
市
Ｐ
Ｒ
動
画
を
制
作
し
ま

す
。
動
画
は
、
有
名
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
に
よ
る
本
市
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
楽

曲
と
、
高
校
生
の
感
性
を
生
か

し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
融
合
し
た

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
と
し
て
制

作
し
ま
す
。

　

現
在
、
高
校
生
の
ア
イ
デ
ィ
ア

創
出
の
た
め
に
、
講
師
に
ク
リ
エ

イ
タ
ー
の
光
嶋
崇
氏（
京
都
精
華PR 動画制作について説明する光嶋氏

グループワークを行う飯野高校生

長
と
し
て
、
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。
団
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
え
び
の
市
の
活
動
支

援
や
親
睦
会
等
を
行
う
予
定
で

す
。

　

会
員
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、福
岡
在
住
の
親
族
や
友
人
、

知
人
等
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
、
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

問
市
企
画
課 

定
住
対
策
係

☎
35
‐
３
７
１
３（
直
通
）

え
び
の
を
盛
り
上
げ
た
い

福
岡
え
び
の
応
援
団
結
成
式

　

7
月
30
日
、
福
岡
市
で「
福
岡

え
び
の
応
援
団
結
成
式
」が
行
わ

れ
ま
し
た
。
福
岡
え
び
の
応
援
団

は
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る

と
と
も
に
、
え
び
の
市
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し

ま
す
。

　

今
回
の
結
成
式
で
、
団
長
に
川

田
浩
之
さ
ん（
飯
野
出
身
）、
副
団

長
に
長
沼
辰
弥
さ
ん（
飯
野
出
身
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
団
員
は
、
25

人
で
す
。

　

川
田
団
長
は
、「
結
成
時
の
団

あいさつを行う川田団長

福岡市で結成式を行いました

活
発
な
意
見
交
換

平
成
29
年
度
議
会
報
告
会

上江地区（上江地区コミュニティセンター）

飯野地区（飯野地区コミュニティセンター）

真幸地区（真幸地区コミュニティセンター）

加久藤地区（市役所本庁 1-1 会議室）

　

7
月
27
日
と
31
日
に
平
成
29
年

度
議
会
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
、

市
民
参
加
を
推
進
す
る
議
会
」
を

目
指
し
、
議
会
に
対
す
る
市
民
の

声
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

昨
年
度
は
、
1
日
で
昼
の
部
と

夜
の
部
の
2
回
に
分
け
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
議
員
が
2

班
に
分
か
れ
て
、
各
中
学
校
区
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
飯
野
地
区
が
25

人
、
上
江
地
区
が
6
人
、
加
久
藤

地
区
が
14
人
、
真
幸
地
区
が
10
人

参
加
し
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
3
月
と
6
月
定
例

会
の
審
査
内
容
等
の
議
会
報
告
を

行
っ
た
後
、
共
通
テ
ー
マ
「
子
育

て
支
援
・
移
住
定
住
対
策
」
と
地

区
別
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
参
加
し

た
市
民
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
市
民
か
ら
空

き
家
問
題
、
巡
回
バ
ス
、
議
員
定

数
、
工
業
団
地
、
通
学
路
、
産
科

医
に
つ
い
て
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

質
問
が
出
さ
れ
、
各
会
場
に
出
席

し
た
議
員
が
回
答
し
ま
し
た
。

　

地
区
別
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

【
飯
野
地
区
】

・
工
業
団
地
に
つ
い
て

・
議
員
定
数
の
考
え
方
に
つ
い
て

【
上
江
地
区
】

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て

・
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
つ
い
て

【
加
久
藤
地
区
】

・
通
学
路
整
備
の
充
実
に
つ
い
て

・
工
業
団
地
の
今
後
に
つ
い
て

他
1
件

【
真
幸
地
区
】

・
工
業
団
地
造
成
計
画
に
つ
い
て

・
議
員
定
数
お
よ
び
市
職
員
定
数

に
つ
い
て

他
5
件

問
議
会
事
務
局 

議
事
運
営
係

☎
35
‐
３
７
１
8（
直
通
）
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7
月
15
日
、
京
町
川
内
川
河
川
敷
で

「
第
21
回
え
び
の
京
町
温
泉
夏
祭
り
花

火
大
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

京
町
温
泉
夏
祭
り
実
行
委
員
会
の
主
催

で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

花
火
大
会
に
は
、
市
内
外
か
ら
約

7
0
0
0
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
会
場
に

夜空を彩る4千発の花火
京町温泉夏祭り花火大会

は
、多
く
の
露
店
が
出
店
。特
設
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
園
児
た
ち
に
よ
る
踊
り
の
披

露
、
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

花
火
打
ち
上
げ
で
は
、
4
千
発
の
花

火
が
見
物
客
を
圧
倒
。会
場
内
は
歓
声

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

7
月
28
日
、
西
川
北
菅
原
神
社
で
、

牛
越
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
祭
に
は
、

市
内
外
か
ら
約
４
０
０
人
が
来
場
。
牛

が
丸
太
を
跳
び
越
え
る
た
び
に
、
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

牛
越
祭
は
、
４
０
０
年
以
上
の
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
牛
が
丸
太
を
跳
び
越
え

迫力のジャンプに歓声
西川北菅原神社で牛越祭

る
こ
と
で
、
家
畜
の
無
病
息
災
と
豊
作

を
祈
り
ま
す
。
今
年
は
、
約
20
頭
が
丸

太
越
え
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

津
留
誠
牛
越
祭
保
存
会
会
長
は
、「
高

齢
化
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
知
恵
を

出
し
合
っ
て
引
き
継
い
で
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

7
月
12
日
、
飯
野
亀
城
野
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
市
長
を
訪
問
。

6
月
17
日
～
18
日
に
行
わ
れ
た
宮

崎
県
学
童
軟
式
野
球
大
会
で
3
位

に
入
賞
し
、
8
月
3
日
か
ら
徳
島

県
で
行
わ
れ
る
「
阿
波
お
ど
り

カ
ッ
プ
全
国
学
童
軟
式
野
球
大
会

２
０
１
７
」
に
出
場
す
る
こ
と
を

報
告
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
小
学
2
年

生
～
6
年
生
ま
で
の
17
人
で
す
。

　

黒
木
太
陽
く
ん（
飯
野
小
6
年
）

は
「
徳
島
の
大
会
で
優
勝
し
て
、

ま
た
報
告
に
来
れ
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

飯野亀城野球スポーツ少年団が市長を訪問

必勝を誓う

　

7
月
18
日
、
N
K
E
ド
リ
ー
ム

ズ
21
の
代
表
5
人
が
市
長
を
訪
問
。

8
月
4
日
か
ら
9
日
に
埼
玉
県

で
行
わ
れ
る
「
N
P
B
ガ
ー
ル
ズ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
2
0
1
7
全
国
大

会
」
出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

N
K
E
ド
リ
ー
ム
ズ
21
は
、
西

諸
地
域
の
女
子
児
童
で
結
成
さ
れ

た
女
子
野
球
チ
ー
ム
で
、
え
び
の

市
の
児
童
は
5
人
在
籍
し
て
い
ま

す
。

　

後
藤
倫と

も
な奈

さ
ん（
真
幸
小
5
年
）

は
「
全
国
大
会
で
1
勝
で
き
る
よ

う
に
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
頑
張

り
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

NKE ドリームズ 21 が市長を訪問

全国大会で1勝を目指す

　

7
月
15
日
、
上
浦
の
澤
原
八
坂

神
社
で
「
棒
踊
り
・
鎌
踊
り
」
の
奉

納
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

上
浦
地
区
で
は
、
毎
年
こ
の
日

に
、
稲
の
豊
作
や
家
畜
の
無
病
息

災
な
ど
を
願
っ
て
、
こ
の
踊
り
を

奉
納
し
ま
す
。

　

鎌
踊
り
に
は
、
岡
元
小
学
校
の

児
童
22
人
が
、
棒
踊
り
に
は
、
保

存
会
青
年
部
の
19
人
が
踊
り
手
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

 

安
田
青そ

ら空
く
ん
（
同
小
学
校
6

年
）
は
「
鎌
踊
り
を
間
違
え
ず
に

上
手
に
踊
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

上浦地区伝統芸能「棒踊り・鎌踊り」

息の合った踊りで祈願

　

7
月
29
日
、
市
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
「
第
18
回

太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
え
び

の
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

和
太
鼓
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
2
年

に
1
回
、
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会
が
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
宮
崎

県
、熊
本
県
か
ら
10
団
体
が
出
演
。

　

訪
れ
た
観
客
は
、
園
児
た
ち
の

か
わ
い
い
演
奏
や「
え
び
の
太
鼓
」

な
ど
の
迫
力
あ
る
演
奏
に
た
く
さ

ん
の
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

第18回太鼓フェスティバルinえびの

太鼓の響きに酔いしれる
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食は人なり。食は文化なり。食は愛なり。おばあちゃん
たちは、心をこめて家族のために毎日一生懸命に料理

を作っている。世界中を旅して知り合った約50カ国、58人の
料理上手なおばあちゃんたち。それぞれの国の紹介とともに、
自慢の味の秘伝のレシピを写真と一緒に紹介しています。
　世界中のおばあちゃんたちの愛と人生と笑顔の料理で心と
お腹を満たし、世界中を旅行しているような気持ちにしてく
れる本です。

ガブリエーレ・ガリンベル／著
（河出書房新社）

きょうは、もりのかくれんぼ。おには、らいおんさんで
す。「もういいかーい。」「まあだだよー。」「ぼくもいれ

てー。」と小さなおともだちも仲間入りです。
　目を開けたらいおんさん。「あれあれ、みんなはどこに
かくれたの？」らいおんさんは、上手くみんなを見つけら
れるでしょうか。なかなか見つからなかった小さなおとも
だちは、どこに隠れていたのでしょうか。とってもかわい
いしかけ絵本です。

みんな　みんな　みーつけた

木村裕一／作・黒井健／絵
（偕成社）

◎お知らせ

敬老の日特別企画
●日時＝9月3日（日）　午後2時～
●場所＝図書館　学習室
●内容＝「“てぬぐい”活用術！」
●募集人員＝20人（先着順）
●参加料＝無料

えびの市民図書館
☎35-0242  http://ebino-city-lib.jp/

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

○俵万智　 河出書房新社 編　河出書房新社　
○「煮干し」のレシピ　矢澤 一良 著　グラフィック社　
○薫風ただなか　あさの あつこ 著　KADOKAWA
○「あて字」の日本語史　 枻出版社
○アンカー　今野 敏 著　集英社

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回：①「飯野駅前地区体育館→飯野出張所」②「麓橋団地→
自衛隊官舎」③「岡元小学校→市立病院→さくら苑」④「老人福祉センター」
⑤「飯野地区コミュニティセンター→警察署官舎」

◎9月のスケジュール
月間行事 綾川・えびの交換展示（9月1日～ 30日）

1 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
2 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
3 日 敬老の日特別企画 14：00 ～
4 月 休館日
6 水 ブックスタート（1歳児に絵本配布）

移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
8 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30
9 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

11 月 休館日
13 水 移動図書館車巡回③ 13：15 ～ 15：15
14 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
15 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
16 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
19 火 休館日
20 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
22 金 喫茶ふら～っと 9：45 ～ 11：00

野菜・手芸品等の販売 9：45 ～ 11：00
移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30

23 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
土曜シネマ 13：30 ～

25 月 休館日
26 火 ドリームカー（子育て支援センター） 10：30 ～ 12：00
27 水 館内整理日

移動図書館車巡回③ 13：15 ～ 15：15
28 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
29 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
30 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

◎「最近入ったお勧め本」

世界のおばあちゃん料理

土曜シネマ
●日時＝9月23日（土）　午後1時30分～
●場所＝学習室
●参加料＝無料
●内容＝「最高の人生のつくり方」
※内容が変更になる場合があります。

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

子
を
二
人
育
て
終
え
し
は
遥
か
な
り

使
命
果
せ
し
愛
し
き
吾
子
よ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
野
桂
子

　
暦
の
上
で
は
八
月
の
上
旬
に
は
立
秋
と
な
る
が
、
異
常
気
象
と
い
う
か
今
年
は
猛
暑
の
日
が

続
い
て
い
る
。歳
を
重
ね
る
と
人
生
の
過
ぎ
行
き
を
し
み
じ
み
と
感
じ
る
。こ
の
作
品
に
は
親
子

愛
、
絆
の
深
さ
が
滲
み
出
て
い
る
。索
莫
と
し
た
世
の
中
に
あ
っ
て
こ
の
よ
う
な
愛
の
心
を
持
ち

た
い
と
願
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
評
：
竹
下
妙
子
） 

短
歌そ

の
父
も
算
数
ぎ
ら
ひ
夏
の
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
原
伊
津
子

　
そ
ろ
そ
ろ
夏
休
み
も
終
わ
り
ま
す
ね
。苦
手
な
教
科
に
か
ぎ
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
宿
題
が
終
わ

り
ま
せ
ん
。大
人
に
な
っ
て
も
宿
題
に
追
わ
れ
て
い
た
こ
の
時
期
を
ほ
ろ
苦
く
思
い
出
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

俳
句詩詩

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。環 霧 情 報

えびの

え び の 市 観 光 協 会
☎35-3838

● 日時＝9月23日（土）午後1時～
● 場所＝金松法然馬頭観音広場
●内容＝郷土芸能の輪太鼓踊りの奉納が行われます。

金松法然秋季大祭

花
屋
の
店
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
も
き
よ
や
す
こ

一
日
を
自
分
の
持
ち
時
間
と
し
て

人
は
生
れ
て
来
る

自
分
の
意
志
で
動
き

自
分
の
意
志
で
休
む

な
に
か
を
選
択
す
る
と
き
も

結
局
は
自
分
の
意
志

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
事
で
も

う
ま
く
い
っ
た
事
で
も

結
局
自
分
が
決
め
た
こ
と

自
分
の
事
は
自
分
で
決
め
て
き
た

誰
の
せ
い
で
も
な
い

右
に
行
っ
た
あ
の
時
も

左
に
進
ん
だ
あ
の
時
も

結
局
自
分
が
決
め
た
こ
と

自
分
の
事
は
自
分
で
決
め
て
き
た

花
屋
で
ひ
と
つ

好
み
の
花
を
選
ぶ
時
の
よ
う
に

小林

 のじり湖祭実行委員会
☎44-3004

● 日 時 ＝8月26日（土）
午後1時～

　※少雨決行、荒天中止
● 場所＝のじりこぴあ
● 内容＝毎年恒例の女

尻相撲をはじめ、華や
かなダンス、太鼓、打
ち上げ花火などの催
しを企画しています。

　当日は、無料のシャト
　ルバスを運行します。

第33回のじり湖祭
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毛
細
血
管
は
全
身
の
血
管
の
99
％
を

占
め
て
い
ま
す
が
、
60
～
70
代
で
は
20

代
よ
り
約
4
割
も
減
っ
て
し
ま
う
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

運
動
の
習
慣
が
な
い
人
や
体
が
だ
る

い
・
冷
え
症
・
む
く
み
や
す
い
な
ど
の
症

状
が
あ
る
人
、
血
糖
値
が
高
い
人
な
ど

は
、
毛
細
血
管
が
衰
え
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
毛
細
血
管
は
、
衰
え
る
と

血
液
が
漏
れ
出
て
し
ま
い
、
さ
ら
に
劣

化
し
て
し
ま
い
ま
す
。毛
細
血
管
が
衰

え
て
し
ま
う
と
、
認
知
症
や
腎
臓
病
な

合
）、
朝
日
を
浴
び
る
、
入
浴
（
湯
舟
に

つ
か
る
）
は
寝
る
1
時
間
前
ま
で
に
す

る
、
食
事
は
夜
8
時
ま
で
に
す
ま
せ
る

な
ど
で
睡
眠
の
質
が
上
が
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
早
歩
き
な
ど
の
有
酸
素
運

動
を
15
分
（
午
後
5
時
か
ら
午
後
7
時

が
効
果
的
で
す
。
糖
尿
病
の
人
は
、
食

後
1
時
間
ご
ろ
が
望
ま
し
い
で
す
。）

と
、
下
半
身
の
筋
肉
を
中
心
と
し
た
屈

伸
運
動
や
両
足
を
し
っ
か
り
あ
げ
る
そ

の
場
ス
キ
ッ
プ
な
ど
を
、
朝
・
昼
・
夜
そ

れ
ぞ
れ
20
回
ず
つ
行
う
な
ど
し
て
血
行

を
良
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

文
：
市
健
康
保
険
課 

鞍
津
輪
保
健
師

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

毛
細
血
管
の
再
生
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

ど
の
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高
め
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
血
流

が
良
く
な
る
と
、
健
康
な
毛
細
血
管
が

再
生
さ
れ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

血
行
を
良
く
す
る
た
め
に
は
、
副
交

感
神
経
を
優
位
に
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。そ
の
た
め
に

は
、
質
の
良
い
睡
眠
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

寝
て
い
る
間
に
睡
眠
ホ
ル
モ
ン
（
メ
ラ

ト
ニ
ン
な
ど
）
が
分
泌
さ
れ
、
血
管
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
て
く
れ
ま
す
。遅

く
と
も
夜
11
時
に
は
寝
る
（
大
人
の
場

組
み
の
1
つ
が
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
実
現
で
す
。

　

男
性
も
女
性
も
一
人
一
人
が
や
り
が

い
や
充
実
感
を
感
じ
な
が
ら
働
き
、
仕

事
上
の
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、
家

庭
や
地
域
活
動
等
に
お
い
て
も
、
人
生

の
各
段
階
に
応
じ
て
、
多
様
な
生
き
方

が
選
択
で
き
る
社
会
が
「
男
女
共
同
参

画
社
会
」
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
意
義

や
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
　
　
　
　
文
：
市
総
務
課 

人
権
啓
発
室

ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
は
、

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
誰
も
が
、
希
望
に
応

じ
て
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
（
家
庭
生

活
、地
域
活
動
、自
己
啓
発
、趣
味
な
ど
）

を
充
実
し
、
健
康
で
豊
か
な
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
、
ワ
ー
ク
（
仕
事
）
と
ラ

イ
フ
（
仕
事
以
外
の
生
活
）
の
バ
ラ
ン

ス
（
調
和
）
が
図
れ
る
状
態
の
こ
と
を

言
い
ま
す
。

　

仕
事
は
暮
ら
し
を
支
え
、
生
き
が
い

や
喜
び
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。ま
た
、

家
事
・
育
児
・
近
所
付
き
合
い
な
ど
の
生

活
も
暮
ら
し
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
現
実
の
社
会
で
は
、
安
定

し
た
仕
事
に
就
け
ず
経
済
的
に
自
立
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
、
仕
事
に
追
わ
れ

心
身
の
健
康
が
悪
化
す
る
、
子
育
て
や

親
の
介
護
と
の
両
立
に
悩
む
な
ど
、
仕

事
と
生
活
の
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

抱
え
る
人
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
共
働
き
世
帯

が
増
え
た
現
在
、
こ
の
よ
う
な
働
く

人
々
の
将
来
の
不
安
を
解
決
す
る
取
り

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件 本年累計 195件

代理人による運転免許の返納

職員が戸別訪問をします

6月から消防職員による住宅用火災警報器の設置状
況調査と設置推進の戸別訪問を実施しています。

皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。
　最近、消防職員と身分を偽っての不審電話が相次
いでいます。消防署から家族構成などの個人情報を
聞いたり、消防・防災グッズの販売などを電話で依
頼することはありませんので、十分ご注意ください。
また、不審な電話があった場合は、えびの消防署ま
でご連絡ください。
　なお、消防職員が戸別訪問する際は、必ず活動服
を着用し、身分証（消防手帳）を携帯して訪問して
います。

平 成 2 9 年 8 月 1 日 か ら 、6 5 歳 以 上 の 運 転 者 の
皆 さ ん を 対 象 に 、家 族 等 の 代 理 人 に よ る 自

主 返 納 が 可 能 に な り ま し た 。
【 申 請 場 所 】県 内 の 各 運 転 免 許 セ ン タ ー も し く

は 県 内 各 警 察 署 の 交 通 課 窓 口
【 代 理 申 請 で き る 人 】免 許 証 の 住 所 が 宮 崎 県 内

と な っ て い る 6 5 歳 以 上 の 人
【 代 理 人 に な れ る 人 】配 偶 者 の ほ か 、子 や 孫 な ど

の 三 親 等 内 の 親 族 の 人  ※ 申 請 す る 人 が 介 護 施
設 に 入 所 し て い る 場 合 は 入 所 施 設 の 管 理 者 の 人

【 必 要 書 類 】委 任 状 兼 承 諾 書（ 規 定 の 様 式 ）、申 請
者 の 運 転 免 許 証 、運 転 免 許 取 消 申 請 書 、代 理 人
の 身 分 証 明 書

7月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 0件 年 計 9件
救 急 73件 年 計 476件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 5件 本年累計 49件
物 件 30件 本年累計 171件

　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
市
の

委
託
事
業
で
、
地
域
の
身
近
な
相
談
窓

口
と
し
て
市
内
4
カ
所
に
あ
り
ま
す
。

訪
問
ス
タ
ッ
フ
は
そ
れ
ぞ
れ
に
1
人
い

ま
す
。

　

介
護
の
こ
と
や
お
困
り
の
こ
と
等
ご

連
絡
く
だ
さ
れ
ば
、
私
た
ち
が
自
宅
を

訪
問
し
て
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
私
た
ち
が
各
担
当
地
区
の
高

齢
者
宅
を
、
生
活
状
況
等
の
把
握
も
兼

ね
て
、
定
期
的
に
訪
問
し
て
回
っ
て
い

ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
東
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

大
野
祥
照
さ
ん
（
写
真
右
端
）

【
担
当
地
区
】
飯
野
北
部
地
区
（
堀
浦
・

上
大
河
平
・
下
大
河
平
・
五
日
市
・
杉
水

流
・
麓
・
東
原
田
・
町
・
坂
元
・
苧
畑
・
片
馬

場
・
高
野
・
前
田
・
大
明
司
・
山
内
）

☎
33
‐
2
3
7
7
（
さ
く
ら
苑
内
）

○
南
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

田
原
芳
子
さ
ん
（
写
真
中
央
右
）

【
担
当
地
区
】
飯
野
南
部
地
区
（
駅
前
・

中
原
田
・
上
原
田
・
南
原
田
・
上
上
江
・
中

上
江
・
西
上
江
・
池
島
・
今
西
・
田
代
・
出

水
・
末
永
・
白
鳥
）

☎
25
‐
3
3
1
1
（
ほ
う
よ
う
内
）

○
中
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

坊
野
美
智
子
さ
ん
（
写
真
中
央
左
）

【
担
当
地
区
】
加
久
藤
地
区
全
域

☎
35
‐
0
0
6
6
（
ふ
れ
あ
い
館
内
）

○
西
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

久
保
賢
優
さ
ん
（
写
真
左
端
）

【
担
当
地
区
】
真
幸
地
区
全
域

☎
37
‐
3
0
8
5（
え
び
の
涼
風
園
内
）

　
　
　
文
：
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

A r e a  c o m p r e h e n s i v e  s u p p o r t

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
紹
介

あんしんねっと
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お 知 ら せ

①
ま
ず
落
ち
着
い
て

身
の
安
全
を

・
大
地
震
が
起
こ
る
と
、
家
具
等
が
倒

れ
て
き
た
り
、
電
灯
、
棚
や
タ
ン
ス

の
上
の
物
が
落
ち
て
き
た
り
し
て
大

変
危
険
で
す
。

・
グ
ラ
ッ
と
き
た
ら
、
丈
夫
な
机
や

テ
ー
ブ
ル
に
身
を
隠
し
ま
し
ょ
う
。

近
く
に
座
布
団
な
ど
が
あ
れ
ば
、
頭

部
を
保
護
し
ま
し
ょ
う
。

・
慌
て
て
外
に
飛
び
出
る
と
物
が
落
ち

て
き
て
大
変
危
険
で
す
。

②
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら

火
の
始
末

・
使
用
中
の
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
ス
ト
ー
ブ

な
ど
は
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

・
ガ
ス
器
具
は
、
元
栓
を
締
め
て
、
電

気
器
具
は
、
電
源
プ
ラ
グ
を
抜
き
ま

し
ょ
う
。

・
万
が
一
出
火
し
た
ら
、
ま
ず
消
火
器

で
火
が
小
さ
い
う
ち
に
消
し
止
め
ま

し
ょ
う
。
大
声
で
隣
近
所
に
声
を
か

け
、
協
力
し
あ
っ
て
、
初
期
消
火
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

・
通
電
火
災
防
止
の
た
め
に
電
気
ブ

レ
ー
カ
ー
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

　地震は、いつどこで起こるかわかりません。地震が発生したとき、被害を出さない、また、被害を最小限におさえるには、
一人一人が慌てずに確実な行動をとることが極めて重要です。
　そのためには、地震が発生しても落ち着いて行動できるよう、日頃から地震の際の正しい知識と心構えを身に付ける
ことが重要です。今月は、地震が発生したらどのような行動をとるかの例についてお伝えします。

市基地・防災対策課　基地・防災対策係　☎35-1119（直通）

⑤
余
震
に
注
意

　

大
き
な
地
震
の
後
は
、
必
ず
余
震

が
発
生
し
ま
す
。
家
屋
の
倒
壊
や
落

下
物
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
車
の
運
転
中
に

地
震
が
起
こ
っ
た
ら

　

大
地
震
の
時
は
、
タ
イ
ヤ
が
パ
ン

ク
し
た
と
き
の
よ
う
に
車
体
が
大
き

く
揺
れ
、
ハ
ン
ド
ル
を
と
ら
れ
る
よ

う
な
動
き
が
発
生
し
ま
す
。
急
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
し
っ
か
り

と
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
、
徐
々
に
ス
ピ
ー

ド
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

　

車
で
の
避
難
は
、
二
次
災
害
に
巻

き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
非
常

に
危
険
で
す
。

※
車
を
置
い
て
避
難
す
る
際
は
、
次

の
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

・
で
き
る
だ
け
道
路
の
左
側
に
寄
せ
て

駐
車
し
ま
し
ょ
う
。

・
窓
を
閉
め
て
、
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
、

サ
イ
ド
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

・
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
せ
ず
、
エ
ン
ジ
ン

キ
ー
を
つ
け
た
ま
ま
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
車
内
に
は
、
氏
名
と
連
絡
先
を
書
い

た
紙
を
残
し
、
車
検
証
な
ど
の
貴
重

品
を
持
っ
て
出
ま
し
ょ
う
。

③
出
入
口
の
確
保

　

揺
れ
が
大
き
い
と
、
ド
ア
や
窓
が

変
形
し
て
開
か
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ド
ア
や
窓
を
開
け
て
、
出

入
口
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

④
家
族
や
同
僚
、
隣
人
の

安
否
確
認

・
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら
、
大
き
な
声

を
出
し
て
お
互
い
に
安
否
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

・
家
具
な
ど
の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る

人
が
い
る
と
き
は
、
み
ん
な
で
協
力

し
て
助
け
出
し
ま
し
ょ
う
。

脳ドック受診者を再募集します

　市では、脳の疾患や動脈硬化などの早期発見、早期治
療を目的として、以下の人を対象に脳ドック受診者を6
月に募集しましたが、定員に達していないため、再募集
します。

対象者

えびの市に住所があって、平成 29 年 4 月
1 日から平成 30 年 3 月 31 日までに、41 歳、
46 歳、51 歳、56 歳、61 歳になる人。
ただし、次のいずれかに該当する人を除く。

・市税を納期までに完納していない人がい
る世帯の人

・国民健康保険税を納期までに完納してい
ない人がいる世帯の人

・特定健康診査、国民健康保険加入対象の
人間ドックの受診者

・医療機関で脳疾患等治療中の人
・加入医療保険で補助制度のある人（ご確
認ください）

・受診日に、えびの市に住所のない人

募集人数 若干名（定員に達し次第、受付を終了しま
す）

申込方法

まず、市健康保険課市民健康係までお問い
合わせください。その後、本人または家族
が、市健康保険課窓口に直接お申し込みく
ださい。

受診期間 平成 30 年 1 月 31 日（水）まで

持参するもの

認め印鑑（本人のもの）、健康保険被保険
者証（生活保護世帯の人は除く）、特定健
康診査受診券（国民健康保険の人のみ）ま
たは健康診査受診券（生活保護世帯の人の
み）※ 5 月末に送付

自己負担額

12,234 円（受診費用 37,234 円－市補助額
25,000 円）
脳ドック受診の際にお支払いください。
※生活保護世帯の人は無料

検査項目 頭部 MRI、頭部 MRA、頸部エコー、問診、
診察、BMI、血圧、血液検査、尿検査など

【受診できる医療機関】

えびのセントロクリニック☎ 33-5777、池田病院☎ 23-3535、
園田病院☎ 22-2221、野尻中央病院☎ 44-1141

申し込み後は、必ず医療機関に事前予約をお願いします。
申・問市健康保険課 市民健康係
☎35-1116（直通）

ペットはルールを守って飼いましょ
う

　ペットを飼ううえで、動物の命を尊重し、大切にする
ことは、誰もが守るべきことです。また、周りの人に迷
惑をかけないよう、ルールを守って飼うことも重要です。
■犬を飼う場合

・犬の登録は生涯1回です。市役所で登録をお願いします。
・狂犬病予防注射は、年1回必ず受けさせましょう。
・死亡したとき、所在地が変わったとき、所有者が変わっ
たとき等は、市役所に届出をしましょう。

・公共の場や私有地などへのフンの放置はマナー違反で
す。自宅へ持ち帰りましょう。

・放し飼いはやめましょう。
・繁殖を希望しない場合は、不妊、去勢の手術を受けさせ
ましょう。
■猫を飼う場合

・室内で飼育をし、交通事故や感染症から守りましょう。
・飼いきれない命を生み出さないように不妊、去勢の手
術をし、繁殖をコントロールすることが重要です。
　ペットの正しい飼い方など知識を持ち、最後まで責任
をもって飼いましょう。
問市民環境課 生活環境係
☎35-3731（直通）

税務署でのご相談は予約を

　税務署でのご相談は、事前の予約をお願いします。
　具体的書類や事実関係を確認する必要があるなど、相
談内容により電話等での回答が困難な場合には、電話等
で事前に相談日時等をご予約いただいた上で、所轄の税
務署において相談をお受けしています。
　予約の際には、名前・住所・相談内容等をお伺いします。
　なお、税金の納付相談や確定申告期において申告書作
成会場へお越しいただく際には、事前の予約は必要あり
ません。
問小林税務署
☎23-3126

地震の防災・減災対策に
役立つ情報を紹介
第 2 回
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「豊かな森林づくり活動」
ボランティア参加者募集

　市と特定非営利活動法人NPOえびのでは、宮崎県森林
環境税を活用し、広く市民などへ森林環境に関心を持っ
てもらい、次世代に健全な森を継承するために日本三大
車窓の風景を眺めながらイロハモミジ植樹地の下草刈環
境活動をするボランティアを募集しています。

【開催日】10月1日（日）
【時間】午前9時30分～午後1時［受付］午前9時～
【場所】えびの市大字昌明寺（矢岳市有林）※市役所駐車

場に集合して、マイクロバスで現地に移動します。
【募集人員】80人（先着順）
【申込期限】9月22日（金）
【準備するもの】軍手・雨具・作業のできる服装・おにぎり

など ※草刈りかま・昼食（おかず）・飲み物は主催者で準
備します。
※1日保険に加入します。
申・問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）
申・問NPOえびの 担当：新原
☎33-2177（夜間）

九州脊梁山地シカ広域一斉捕獲を
行います

　宮崎・鹿児島・熊本・大分・福岡の5県および各市町村合
同で秋期のシカ一斉捕獲を実施します。期間中の入山等
については、十分ご注意ください。皆さんのご協力をお
願いします。

【一斉捕獲期間】9月3日（日）～ 17日（日）
【一斉捕獲日】9月3日（日）、10日（日）、17日（日）
問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）

平成29年度結核検診（飯野地区）

　飯野地区の結核検診を実施します。対象者である65歳
以上の市民の人は、次の日程のいずれかで検診を受けてく
ださい。ただし、次に該当する人は受ける必要はありませ

ん。また、①に該当する人は市健康保険課市民健康係まで
ご連絡ください。
①平成29年4月以降に職場や病院、施設等で胸部レントゲ
ン検査を受けた人
②今年度肺がん検診を受診した人や市の人間ドックに申し
込みをしている人

【受診方法】対象者の人には、結核検診実施通知書が郵送
されます。結核検診実施通知書を持って検診会場にお越し
ください。※検診費は無料です。

【日程および会場】

期　日 会　場 時　間

9 月 5 日

（火）

堀浦多目的集会施設 9:30 ～ 10:00
上大河平鍋倉公民館 10:20 ～ 10:40
大河平小学校 11:00 ～ 11:30
下大河平公民館 13:20 ～ 15:00

9 月 6 日
（水）

東原田公民館 9:30 ～ 10:40
麓自治会子供広場 11:00 ～ 11:30
杉水流公民館 13:20 ～ 15:00

9 月 7 日
（木）

飯野地区コミュニティセンター 9:00  ～ 10:50
田ノ上運動場 11:10 ～ 11:30
今西公民館 13:20 ～ 13:50
池島公民館 14:10 ～ 14:50
上江地区体育館 15:10 ～ 15:30

9 月 13 日
（水）

前田公民館 9:30  ～ 10:30
坂元公民館 10:50 ～ 11:30
苧畑コミュニティセンター 13:20 ～ 14:00
高野畜産管理センター 14:30 ～ 14:50

9 月 14 日
（木）

飯野駅前地区体育館 9:00 ～ 11:30
南原田妙見活性化センター 13:20 ～ 13:50
南原田大迫・宮原畩雄様宅 14:10 ～ 14:40

9 月 20 日
（水）

山内公民館 9:30 ～ 10:10
えびの福祉作業所 10:30 ～ 11:30
上上江公民館 13:20 ～ 14:10
中上江公民館 14:30 ～ 15:00

9 月 21 日
（木）

白鳥地区公民館 9:30 ～ 10:30
末永公民館 10:50 ～ 11:30
田代公民館 13:20 ～ 14:00
出水公民館 14:30 ～ 15:00

9 月 27 日
（水）

飯野地区コミュニティセンター 9:30 ～ 10:30
南原田公民館 11:00 ～ 11:30
飯野駅前地区体育館 13:20 ～ 14:40

【リフト付検診車について】
　リフト付検診車による検診を以下の日程で行います。
リフト付検診車では車いすから検診専用の車いすに乗り
換えて撮影ができます。通常の検診車での受診が困難な
人は、ぜひ、この日をご利用ください。

期　日 会　場 時　間

11 月 22 日

（水）

飯野地区コミュニティセンター 9:30 ～ 11:30
上江地区体育館 13:20 ～ 14:20
下大河平公民館 14:50 ～ 15:20

11 月 24 日
（金）

飯野駅前地区体育館 9:30 ～ 11:30
国際交流センター 13:10 ～ 13:40
えびの市役所駐車場 14:00 ～ 15:30

問市健康保険課 市民健康係
☎35-1116（直通）

「平成29年度被爆二世健康診断調
査事業」を実施します

　宮崎県では、「平成29年度被爆二世健康診断調査事業」
を実施します。健診受診希望者はお申し込みください。

【対象者】両親のどちらかが被爆者健康手帳を所持し、原
爆投下後に生まれた人 ※胎児被爆者は除く

【健診期間】9月中旬～平成30年3月上旬まで（予定）
※日程の詳細については、後日受診希望者に通知します。

【受診料】無料
【実施機関】県立宮崎病院・県立日南病院・串間市民病院・

小林市立病院・都城健康サービスセンター・国立病院機
構宮崎病院・済生会日向病院・県立延岡病院・高千穂町国
民健康保険病院・仁和会竹内病院・宮崎生協病院
※実施機関については、後日受診希望者に通知します。
※実施機関は、基本的に受診者の希望を優先します。

【申込方法】任意の様式に以下の情報を記入し、「被爆二
世健診申込」と書いた封筒に入れてお申し込みください。

［本人情報］氏名・フリガナ・性別・生年月日・住所・電話番
号・過去の受診歴（年度および受診結果を記入）・受診希
望実施医療機関名

［親の情報］氏名・住所・電話番号・被爆者健康手帳の番号
【申込先】宮崎県福祉保健部 健康増進課 疾病対策担当

〒880-8501 宮崎市橘通東2丁目10番1号
【申込期限】8月31日（木）必着
申・問宮崎県福祉保健部 健康増進課 疾病対策担当

☎0985-26-7079

市営墓地の使用者を募集します

　市では、御仕立山墓地の使用者を募集しています。
【場所】御仕立山墓地　［未使用区画］19区画
【募集期間】9月29日（金）※募集期間を過ぎても未使用

区画がある場合は、随時受け付けます。
【資格】・えびの市に住所（住民票）があること
・3年以内に墓碑等を設置すること

【使用料】38,000円（1区画）※使用許可時に納付
【申込方法】申込書を市民環境課生活環境係に提出して

ください。※申込書添付の墓地配置図で必ず現地を確認
してください。
申・問市民環境課 生活環境係
☎35-3731（直通）

臨時職員（土木作業員）募集

　市では、臨時職員（土木作業員）を募集します。
【募集人員】若干名
【業務内容】公道の除草および道路の補修作業全般
【勤務場所】市建設課補修係
【勤務時間】午前8時30分～午後5時15分（月曜～金曜）

※祝日を除く。
【報酬】7,000円（日額）
【必要な資格】普通自動車運転免許
【保険等】社会保険、雇用保険あり
【雇用期間】9月1日～平成30年3月31日
【申込方法】市様式の履歴書を市建設課に、直接または郵

送（8月25日必着）で提出してください。
【申込期限】8月25日（金）午後5時
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）および面接

※面接試験日については、募集期間終了後、応募者に連
絡します。
申・問市建設課 補修係
☎35-3724（課直通）
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牛 越 祭 の 取 材 に 行 きました 。多くの 観 客 が 訪 れて い
ましたが、昨 年よりもカメラマンの 数 が増している

ような 気 がしました 。（ 東 ）

今 年 は 天 気 が良く、京 町 温 泉 夏 祭りは 大 盛 況 でした 。
お み こしも 力 が入って いて、個 性 的 な お み こしア

ピールに会 場 は 笑いに包まれていました 。（ 久保 田 ） 

人　口 18,818人（前月比-43人）

男性／ 8,841人（ -32人）　女性／ 9,977人（ -11人）

転入／ 29人　転出／ 53人
出生／ 10人　死亡／ 29人

世帯数 8,513世帯（前月比-22世帯）
（平成29年8月1日現在）

E
d
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※受領証発行を希望する場合は、日本赤十字社秋田県支
部にお問い合わせください。

［秋田県支部］☎018-864-2731
【メガバンク】

銀行名 支店名 口座種類 口座番号

三井住友銀行 すずらん支店 普通 2787503

三菱東京 UFJ 銀行 やまびこ支店 普通 2105492

みずほ銀行 クヌギ支店 普通 0620359

［口座名義］日本赤十字社
※金融機関によっては、振込手数料がかかります。
※受領証発行を希望する場合は、日本赤十字社にお問い
合わせください。（☎03-3437-7081）
■郵便局から送金する場合

【金融機関名】ゆうちょ銀行
【口座番号】00190-1-673458
【口座名義】日赤秋田県大雨災害義援金

※ゆうちょ銀行・郵便局窓口での取り扱いの場合、振替
手数料は免除されます。
※受領証発行を希望する場合は、通信欄に「受領証希望」
と記載してください。
問 えびの市社会福祉協議会
☎35-2800

平成29年度家畜人工授精に関する
講習会を開催します

　宮崎県では、「平成29年度家畜人工授精に関する講習
会」を開催します。

【家畜の種類】牛
【開催日】11月8日（水）～ 12月14日（木）
【場所】宮崎県立農業大学校（高鍋町大字持田字俵橋

5733番地）

【受講料】33,000円
※講習会初日に宮崎県収入証紙で徴収します。
※宮崎県収入証紙は、受講決定通知が届いた後に購入し
てください。

【定員】20人 ※希望者多数の場合、選考試験を行うこと
があります。

【申込方法】必要書類を都城家畜保健衛生所に直接、また
は郵送で提出してください。※願書は市畜産農政課畜産
振興室で取得できます。

【申込期限】9月7日（木）
申・問都城家畜保健衛生所 生産安全課
〒889-4505　都城市高崎町大字大牟田4213-1
☎0986-62-5151

「金婚者祝賀会」参加者募集

　今年、金婚式を迎えるご夫婦はいませんか。市では、
結婚50周年を迎える皆さんを招いて「金婚者祝賀会」を
開催します。多数のご出席をお待ちしています。

【開催日】11月22日（水）
【時間】［受付開始］午前9時～［開会］午前10時
【場所】市文化センター
【内容】写真撮影・記念品贈呈・呈茶・アトラクション（未

定） ※撮影した写真は、後日参加者に配布する予定です。
【対象者】昭和42年（1月～ 12月）に結婚した夫婦
【申込方法】市福祉事務所に電話で申し込むか、お二人の

氏名・住所・電話番号を記入したはがきでお申し込みくだ
さい。

【申込期限】10月6日（金）
申・問市福祉事務所 福祉係
☎35-1115（直通）

◎ 今月の 表 紙
7 月15 日に開 催され た 京 町温 泉 夏
祭りで は、子どもたちによるおみこ
しが 行わ れました 。写 真 は、真幸 認
定こど も 園 の 園 児 に よる お み こし
です。

参加しませんか
「はつらつサポーター養成講座」
　市では、市が行う介護予防教室や、地域で行われる百
歳体操のサポート役となるボランティア養成講座を開催
します。運動や栄養、認知症予防等について、まず自分
が元気になることを学び、サポーターとして活動しませ
んか。

【対象】
・市内在住で、介護保険の認定を受けていない人
・市が行う介護予防事業の手伝いができる人
・養成講座終了後、連絡会（研修等）に参加できる人

【日程等】

期日 内容

8 月 31 日
（木）

開講式、包括支援センターの役割と仕事内容紹介、
自己紹介
講話「筋力を鍛える意義と百歳体操について」
実技：百歳体操・脳いきいき

9 月 7 日
（木）

講話「食べることを大切にしましょう」
介護予防の基本は食べること
実技：サポーターによる脳いきいき
実技：百歳体操

9 月 14 日
（木）

講話「口腔機能を向上させましょう」
口腔ケア・かむ力・飲み込む力
かみかみ体操・しゃきしゃき体操、市内の百歳体
操紹介
実技：百歳体操

9 月 21 日
（木）

講話「認知機能の低下を予防しましょう」
脳の仕組みと関連の病気
実技：百歳体操・脳いきいき
講話「ボランティア活動とは」

9 月 28 日
（木）

先輩サポーターの活動報告と交流「今後のサポー
ト活動のヒントを得よう」
実技：百歳体操・脳いきいき
閉講式（認定証授与）

【時間】午前9時30分～正午
【場所】飯野地区コミュニティセンター

【参加費】無料
【準備するもの】飲み物・上履き
【定員】30人
【申込方法】市介護保険課地域包括支援センターに電話

でお申し込みください。
【申込期限】8月29日（火）
申・問市介護保険課 地域包括支援センター
☎35-1112（課直通）

「秋田県大雨災害義援金」を受け付
けています

　日本赤十字社では、秋田県における大雨災害で被災さ
れた人を支援するため、義援金を受け付けています。こ
の義援金は、被災地県に設置される災害義援金配分委員
会を通じて、被災者へ届けられます。皆さんのご協力を
お願いします。

【受付期間】8月31日（木）まで
■現金持参の場合
日本赤十字社宮崎県支部えびの地区（えびの市社会福祉
協議会内）の窓口で受け付けます。※寄附金控除のため
受領証を希望する人は、窓口でお申し出ください。
■銀行から送金する場合

【日本赤十字社支部】
銀行名 支店名 口座種類 口座番号 口座名義

秋田銀行 本店 普通 516304

日本赤十字社
秋田県支部
支部長　佐竹 敬久

（サタケ ノリヒサ）

北都銀行 本店 普通 888228

日本赤十字社
秋田県支部
支部長　佐竹 敬久

（サタケ ノリヒサ）

※金融機関によっては、振込手数料がかかります。

今月の納税

個人市県民税 第2期
国民健康保険税 第2期
後期高齢者医療保険料 第2期
介護保険料 第3期
8月31日（木）までに納めましょう。
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写真：シロオニタケ幼菌（撮影：平成28年9月9日）

ツンツン頭の小人さん
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